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明 治 期 日本 海 運 と 長 江
一 農商工高等会議の議論を中心として一一

片 山 邦 雄

1は じ め に

1曾0年 代末 に始 まった,中 国の改革 ・開放跨線 は多大な経済的成功を.治め,..

世 界 の注 目の的 となってい る。当初,そ れ は,沿 海部を中心 と した ものであ っ

たが,近 年 において は長江(揚 子 江)流 域 にまで拡大 されて きてお り,外 国船

の入港 を促 進すべ く,流 域 の重要 港湾 の改 修に も着手 され てい る(丸 山,参

照)。 そ して今 日において も,す で に北欧船主等 は武漢 まで定期航路 を延 ば し

て きているのであ る。 また,.各 国の輸送 企業 も中国企業 と協力 しつつナその活

動 を活発 化 させ てい るU。 そ こに は,ア ジアを 中心 とす る広大 な交 通 ネ ッ ト

ワー クの出現が予想 され る。 実は,戦 前 において も各国の.対中国投資の うち非

製造業投資 は大 きな役割 を占め,就 中運輸業 は,そ の最大の成功事業 とされる

時代 もあ ったのであ る。

.も とよ り現在の 中国 における改革 ・解放政策 は中国の 自主的判断による もの

で あるが,戦 前 におけ る中国の開港 は外国勢力 によって強制された もので あっ

.た。 この外国勢力の うちには 日本 も含まれ るのであ る。

著者 はこれ まで,日 清戦争前後 における 日本海運の近海進出について,若 干

の考察 を試みて きたが,本 稿 において は長江 と日本海運および 日本政府 との関

1)例 えば,1994年12月9日 づけの日経新聞によると,栂 国の大予財閥大宇は中国四川省の運輸業

者と.合弁会社を設立し,同地における運輸及びそ.の関連事業に乗り出す。長距離バスの運行が中

心で,出 資比率は対等であるが,経 営は大宇が行う。これはこの種の事業として最初のものでは

なく,各 国とも同種の投資をすでに開始している。
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係 について取上げる。 とい うのは,戦 前 にお ける 日本定期船 業の発達 に関 しそ

の長江 関与 は一つ の画期 となった と考 えるか らである。本論文 を献 呈申 し上げ

る山田教授 は イギ リス定期船業 の発達の解明 に輝 か しい貢献 をされた。それ に

比 し,本 稿は農商工高等会議 における長江定期航 路調査 に関す る議論の検討 と

い う限 られた.目的を持つ ものにす ぎないが,日 本定期船業 の発達過程の一齣 と

して考察す ることとす る。

まず最初 に,背 景 となる,初 期 におけ る中国航 路全般 につい て述べてお こう。

H .日 清戦争前の状況

1中 国 関係航路

日本船社 によ る最初 の海外定期航路は,周 知の如 く,三 菱の上海航路であ る。

これは華 中へ の航路 とい うことにな る。明治8年 に始 ま り,横 浜,神 戸,馬 関,

長 崎,上 海間において週1回 の定期航を行 った。 これ には政府の多大な援助 が.

与 えられ,諸 外 国の競争 を却けた,と い う史実は著 名であ る。

当時,上 海 は,極 東の国際海運ハブであった。 したが って,三 菱 の上 海線 は,

この最重要 のフ ィーダーを確保 した ものである。 もっとも岩崎弥太郎 は,こ れ

を香 港経由 のサ ンフ ランシス コ線 の予 備的段階 として位 置づ けた2)。 さらに,

三菱 に続 いて,三 井 もまた,そ の三 池炭を上海へ輸 出 したが,明 治11年 よ り,

工部 省所属の千早丸を上海へ運航す る。 ただ しこれ は,定 期船 ではない(佐 々

木:1961,参 照)。

華北 について は,天 津,芝 　 (煙台),ま た 満州 においては牛 荘 〔営 口)が

開港場であ った.天 津 は,首 都 に近 い重要港湾であ るが,こ の天津 に関 し七 は,

三 菱が明治9年 に定期航路 を開設 したが,半 年 もたたない うちに閉航 してい る。

その後は しば らく,三 菱,三 井 の散発的 な入港が見 られるだ けであ ったが,19

年 に 日本郵船が定期航路 を開始 し,三 井の船舶入 港 も増加 してい る 〔「官報」

2)「 三菱社誌」 東大出版会版(助 参照、,結局,サ ンフラ ンシス コへは東 洋汽船が進出 し,日 本

郵船の北米航路 はシア トルに始まるのであるが,こ れ らは日清戦争後に実現す る もので ある。

`
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.明 治21年1月20日,に よる)。 日本か らの輸出品 は茶,銅,海 産物 な どがあ っ

た。

芝　は華北の不凍港で あ り,渤 海のハ ブ ・ポー ト.であ った と考 えられ る。明

治10年 代か ら日本帆船 の散発的入港が認め られ るが,19年 に郵船 の天津航路の

寄港地 とな り,以 後 日本蒸気船 の.入港が急激に増大 する。 また,明 治22年 には,

郵 船の(準)享 国間航路 である上海/ウ ラジボス トーク線が 開始 され るが,芝

　は寄港地 とな っている(『 我社 告航路 ノ沿革」,参 照)。

牛荘 の場 合は,明 治10年 代 において は,日 本船 の入港 はまれであ った とみ ら

れ るが,20年.代 なか ば頃 よ り日本船が多数入港するよ うになった。 これは,満

州が,日 本 に とっての大 豆の供給 地 となった ことが主 た る原因であ る ・(「神 戸

海運五十年史j,81ペ ー ジ,参 照)。 この大 豆は,食 用 と言 うよ.りは肥料 として

の ものである。

このよ うに,華 北 における日本船 の活動 は,日 清戦争前 におい てすでに活発

であ り,輸 出におい て木杭 輸入 において大豆が 目立つが,こ れ らを取扱 った

oは,主 とレて,大 駆川 口,神 戸在住の中国人貿 易企業家であ った ことに注意

され なけれ ばな らな い。 た だ し,例 外 的 な 日本 商社 と して三 井物 産 があ る

(『神 戸海運五十年史』,119ペ ー ジ)。

南方においては,英 領香港が初期 より目立 っている。 まず,三 菱が,明 治12

年 よ り,定 期航路 を開始 してい る(『 日本郵船株式会社 五十年史」,17-18ペ ー

ジ,参 照)gこ れ は,自 営 であ り,先 に述べ た如 く,将 来 の遠 洋航路進 出の為

の準備 として行 なわれた ものか と思わ れる。 この定期航路 は,共 同運輸 との戦

いの中で,17年 に中止 されている。18年 に 日本郵船が成立 した後には不定期船

が 寄港 してい.る(逓 信省管船局,参 照)。 日清戦争 よ り少 し前の頃 には 日本郵

船 のみ ならず,日 本船主による石 炭輸送が 目立 ってい る㌔

3)「 明治27年2月 中香港入港 日本船舶 表」 「通商藁縄』 明治2ア年(1894)5月,参 照。 日本炭の香

港輸出そのものは,明 治ID年 代 のなかば頃 より行われているが,初 期 においては,外 国(傭 〉船

による ものと想像 され る。
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そ の ほか'華 南 におい ては,日 清戦争前 に,厦 門,汕 頭,台 湾,な どが明治

24年 開設の 日本郵船 マニラ航路の寄港地 となってい.るが,あ ま り振 るわなか っ

たよ うである。

次 に中国内陸部へ の航路であ る長江 に関 してで あるが,1871(明 治4)年 の

日清修好条規 および通商章呈 によ り上海,鎮 江,九 江,漢 口が 日本 に対 して開

港 され ていた。(*た だ しこの条約 には最恵国条項が含まれていなか った ので,

欧米が その後 開港場 をさらに上流 まで獲得 して も日本 はその利益 に均霑 す る.こ

とはなか った)。 この長江 について,.上 海 に進 出 した三菱社員 は無関心で あ っ

たわけで はない。三菱上海支店の江南哲夫 は,明 治13年 ユO月1日 づ けで,揚 子

江 巡遊 の件につ き伺 を出 してい る%特 に,巡 回地方 と して,鎮 江,礁 湖,九

江,漢 口,と い った,長 江.ド流域 ばか りで はな く,中 流域 にな る宜 昌,い わ ゆ

る内水 にあた る蘇州 にまで 目が向け られている ことも興味あ る事実であ る。

ところで,江 南 は,長 江 におけ る英国船 の活躍ぶ りに羨望の念 を しめ し,将

来 における世界海運の大舞台における三菱 の競争参加の希 望 を表明 しているの

であ るが.当 時英国船が,世 界 におい て圧倒 的 な勢力を示 していたので あるか

ら,こ の ことは,極 めて 自然 なこ とであ ろ う。 しか しなが ら,日 本 に とって,

さ らに身近 に,外 国か らの競 争が存在 していた。明治10年 代か ら,日 本 におい

ては,中 国お よび,ロ シアの海運 の活動 に対 して注意 を払わ ざるを得 な くなっ

ていた。中国は 日本 よ り早 く1872年(明 治5年 〉 に大規模 な蒸気船会社 を発足

させていた。 この招商局 は半官半民の近代的蒸気船会社 として発展 しつつあ っ

た。特 に,そ の朝鮮,日 本 に対す る進 出意欲が 日本か ら警戒 の 目を もって眺め

られていた。

また,そ の警 戒の念 はロ シアの海運の極 東 にお ける活動 に関 して も同様で

あ った。三 菱 自体,明 治14年(1881),命 令 航路 として,神 戸../長 崎/釜 山/

ウ ラジボス トーク線 を開設 したのであ るが,ロ シア側で も,明 治15年(1882),

商 人 セウ レエフが極東 にお ける海運活動 を開始 した。 セウ レエ フは若 くして中

4}.日 本経常史研究所 〔編]『近代日本海運生成史秤」日本郵船株式会社,247-249ペ ージ,参 照。

鵜
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'国 に留学 し
,漢 口において製茶業を営 んでい たのであ るが,明 治15年,ウ ラジ

ボ ス トー クに渡.来 し,本 格 的な事務所 を設 け,汽 船バ イカル号 を購 入 した。.そ

して,ロ シア政府 と契約を結び,郵 船 として何年定期航路 を開設 した。 この定

期航 路は,.漢 口を発 し,上 海,長 崎,ウ ラジボス トーク,オ リガ,コ ノセサ コフ,

イ ンペ ラ.トール湾 「ヅーエ」,「デ カス トリ」,を 経 て,ニ コラエ フス ク港 に至

るものであ った。 これ ら諸港間の郵便物,.廿 シア政府 関係貨物 は専 ら,こ のセ

ウエ レフの ロシア郵船 の取扱 うところであ った`,。

興味あ る点は,こ の ロシア郵船の定期航路によ って,漢 口と長崎が結ばれて

いることであ る。すなわ ち,漢 口/日 本間の定期 航路は,ま ず ロシア側 におい

て着手 されてい るので ある。 この定期船 によって,濃 口/長 崎 間にいか な.る貨

物が輸送 されていたのかはわか らない。 この ロシア郵船の長崎寄港 は比較的長

く継続 し,明 治19年 に黒竜江地方 の貨物増加 によ り,ロ シア郵船が繁忙 となっ

た際に廃止 され た%

明 治18年(1885),漢 口 に 日本領事 館が設 置された。 この領事館 は,九 江 を

も兼轄 した。 『通 商報告』 に掲 載の漢 口領事報告 には,日 本か ら濃 口に輸入 さ

れ る商品の記事 はか な りあ るが,日 本船 に関す る記事 はほ とん どない。例外 的

なもの として明治20年(1887)10月18目1在 漢口 日本領事館報告があ る。 これ

は,漢 口におけ る日本産石炭 の輸入 を伝 えていお り,日 本汽船芙蓉 によるもの

だ とす る。記事 内容か らして頻度 は多 くなか った よ うであ るが,こ の頃 にお け

る 日本船 の漢[入 港が具体的 に確認で きるので あ る。なお,「 芙蓉号」は,日

本郵船 の船舶ではな く,社 外船主 たる三菱社 の船舶で ある。佐 々木教授 は,船

名 を芙蓉 と し,畝 川は芙 蓉丸 とす るが,領 事 報告 及び船名録 に鑑み,当 時芙蓉

には丸 はついていなか っ.たので ある㌔

5)寺 見機.一「明治 レ五年七刀乃至九月浦潮港報告」「通商彙編』(明治十五年),参 照。寺見は.か

つて脚ロシア留学生であった塔なおチェホフはこのバイカル号に乗りサハリンへ旅した。

6>「 露領浦潮港商況」「通商彙編」〔明治十九年の う。

7)佐 々木(1961),144ペ ージ,お よび畝川鎮夫 『海運興国史」海事彙報社,1927,262ペ ージ,参

照昏なお,三 菱が海運部門を明治18年に日本郵船に委ね,19年 にr菱 会社から三菱社に改称した

こと,26年 に三菱合資会社となったこと,に ついては.二 島康雄,166-167ペ ージ,参 照。
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い ずれ にせ よ,芙 蓉 は不定 期船 であ っ.たこ とは まちがい ない が,明 治22年

(1889)に は 日本船 による長江 定期航路の計画 が提起 されてい る。 これ は,神

戸 の船主,山 田謙吉によって企 て られた もの と思われ る。山田は上海/漢 口間

に安心丸 とい う所 有船 によ って,定 期航路 を開設 しようと した もので ある。 そ

して,問 題は,山 出が,こ の航路 の保護 を在上海領事 に求めて きた ことで ある。

保護 とい うのは,結 局,蕪 湖寄港 を可能 にす るとい うことであ る%

先 に述 べた ごとく,蕪 湖 は 口清修好条規締結 の後に開港 された もので あ り,.

最 恵国条項 を欠 いた 日本 には開港 されていなか ったので あ る。 しか し,他 の外

国お よび清 国の船主 の定期航路 は,み な蕪湖 に寄港す るので あるか ら,日 本船

,の み蕪湖 に寄港で きないのでは,事 業上圧倒 的に不利 になるので,[if田 は この

解決策 を.L海 領事 に求めたのであ る。領事 も外務省 に連絡す るのであ るが,条

約上如何 ともしが た く,実 現は しなか った もの とみ られ る。

しか し,神 戸船主 による,長 江定期航路 の計画が この頃すで に存在 した こと

.は注 目に価す る。 当時,日 本船 主の近 海活動 は活発化 していた。た とえば,明

治22年 に は,日.本 汽船会社 の第一丸が,ビ ルマ米 の横取 りのため,ラ ングー ン

へ 出か けてい る。 また,日 本 郵船 は,香 港 中心 の三国間航路 を開始 してい るの

であ る。

政府 もまた,各 国海運 の長江航路権益 の拡大 について注意を払 っている。長.

江 本流の主要部は,下 流域(上 海/漢 口:現 在の武漢),中 流域(漢 口/堂 号),

上 流 域(宜 昌/万 縣ン..重慶/叙 州),に.わ けられ る。上流 の宜昌/万 縣 問にお

いては,著 名な三峡(宝 島峡,巫 山峡,盟 唐峡)の 急灘が存在 し,蒸 気船航路.

開 発 は容易で はなか った。(な お,現 在,中 国 は,三1峡 に壮大 な ダムを計画 し

てい る〉。重 慶蒸気船航路 の開発,重 慶 開港 に関す る英 国の動 向 に関 して は,

1887(明 治20)年 か ら1891(明 治24)年 に かけて,日 本外務省 と在 中国日本外

交 当局 の間で情報交換が行われている(『 支那各地開港市関係雑纂,一1(外 務

省記録局,3-1-1-11)参 照)。1890年,中 英 間に重慶府 開港追加条約が締結 され,

8)f支 那各地開港市関係雑纂 一」(外務省記録,3/レ レ,q,参 照。

.
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1891年,重 慶 は,欧 米 に対 して,条 件 つ きなが ら開港 されたのであ る。条件つ

きとい うのは,宜 昌/重 慶問の外国汽船 による航行 は即時 には認め られず 。.中

.国 汽船 の航行の成功の後 とされたか らである。

このよ うに して,欧 米は この時点まで に重慶 までの開港場 を獲得 してい たの

で あるが,先 に述べたよ うに 日本 はその権利 に関 して均 霑す ることはなか った
,、

2航 路拡張論

結局,明 治24年(1891)8月.に,漢 口領事館 は閉鎖 された。31年(1898)10

月 ま で再開され ない(角III,493ペ ー ジ,.参 照)。 明治18年(1885)に 漢 口領事

館 が開設 され たことは,当 時 におけ る,日 本 のこの方面 に対 す る関心 を示す も

のであろう。.しか し,24年 に は閉鎖せ ざるを得 なか ったのであ る。領事館が 閉

鎖 され たとい ラことは,漢 口において,日 本 との通商 も,交 通 もあま りなか っ

たということを示 してい る。

しか し,.他 方,明 治24年(1891>頃 か ら,日 本 海運 の活動 はます ます盛ん に

なるのみな らず,さ らに社会的 に も海運 に対 す る関心が昂 りつつあ った。

とい うのは,先 に述べた ごと く,華 北,渤 海において ,日 本郵船が,明 治24

年3月 に神戸/牛 荘線 を開始 し,社 外船 もまた,大 豆,木 材輸送のため不定期

船 活動 を活発化 してい るのである。香港 にお いて も,こ.の 頃よ り,年 間3-40

隻の日本船が,安 定的に入港するようになっている。日本郵船は,遠 洋航銘の

計画 を具体的 に検 討 しは じめ,明 治26年(1893)に は,欧 米豪 の三大航路 の計

画案 をつ くり,さ らに,現 実 に,同 年 ボンベ イ航路を開始 した。

1890(明 治23)年 に は議会が発足 した。そ して議会はや がて経済政策 に関心.

を もつ ようにな った。 この 中には,海 運に対 する関心 も含 まれ てい る。 ひとつ

には,こ の ころ,世 界で,.中 米 における運河構想,シ ベ.リア鉄道の建設が話題

にな ってお り,世 界交通の大変化が予想 され てい たことがあ る。.25年 に 自由党

よ り,航 路拡張建議案が提 出される。これ は,欧 州航路,豪 州航路 を中心 に海

外航路拡張のための政府の施策 をせ まるものであ った。 これは,修 正 を経 て26
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年 に は議会 において確 定 され る』

民 間において も,航 路拡 張 は,識 者 の間で大 きな話題 とな った。 日本経済会

は,明 治26年,「 日本海運論 」の題 目で論文 の募 集を行 った。36篇 の応募が あ

り,そ のうち,寺 島成 信,踏 海散 史,斎 藤和太郎,八 木太一郎の ものが優 秀 と

して印刷 に付 された(矢 野,参 照)。

この うち,寺 島成信,踏 海散史 は,中 国 にふれていないが,斎 藤和太郎 ,八

木太一郎 は,中 国に も関心 を しめ してい る。

斎 藤和太郎 は,牛 荘,天 津,芝 果,上 海,寧 波,福 州,厦 門,.広 東 等,沿 岸

貿易を行 う範 囲が極 めて広いので,日 本海運に とって機会 が少 な くない,と し

ている。 しか し,長 江流域 については触れていない』

八木太一郎 は,華 北への航路 を別 として,現 在 する中国へ の2線 をあ げ,そ

の改 良を提言 してい る。その,現 在する2線 とは,〔イ)横 浜 よ り神戸下 ノ関長

崎 を経て上海 に至 る一週一回双方発船,(ロ)神 戸 よ り下 ノ関長崎福州台湾厦門

.を経 て 「マニ ラ」 に至 る一月一回,で ある。漢口は中国内陸部 の要衝 として極

めて重視 されてい る。さ らに,漢 口は,重 慶 に近 く,重 慶 は,ビ ルマ,イ ン ド

へ鉄道 によって結ばれ る予定である ことが考慮 されてい る。

.実 は,日 清戦争前,明 治27年(1894)に 上 海/漢 口航路 に従 事 した 日.本船 に

壇港丸が あ る。前掲 の 『神戸海運 五十年史」 には,「 社外船 に して揚 子江流域

に遡行 したるは,明 治二十七年橋本雄三所有汽船境港丸総 噸四六八 が上 海../漢

口航路に従事 した りを以て嚆矢 とす。同船 は後支那人に売却 され,徳 和 と改名

せ り。」,と ある。

しか し,.社 外船で長江 を遡行 した もの としては,先 に述 べたご とく,明 治19
1

年 に おける三菱杜 の芙蓉の例があ るので,瑳 港丸を もって,嚆 矢 とす ることは

できないであ ろう。 もっとも,境 港丸は,定 期船 とい う意味で嚆矢であ るのか

もしれ ない。 日清戦争の勃 発に より中断するので あるが,戦 後 は中国人企業家

に用船 され長江におけ る運航 を再 開 している。

繍一
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III日 清戦争後 の長江

1第 一 回農商.工高等会議

日本政府 は,も ともと長江流域 に無関心 であ った訳でな ない』それは,日 清

戦争前 において,1885(明 治18)年 か ら1891(明 治24〕 年 まで漢口に領事館 が

設 置され ていた ことにも現れてい る(角 山,ユ986:493ペ ー ジ,参 照)。 また,

さ きに述べ たよ.うに,重 慶開府 の状況 は注 目され てい る。そ して,日 清 講和条

約 に当たっては,長 江に関 して,多 くの要求 を出 し認め させ てい るのである。

日本 の日清戦後経営の構想 については,多 くの研 究者に よって言及 され,てい

る。.こ こで注 目され るの は,1896(明 治29}年10月19日 を初 日と して政府 に.

よ って開催 された第一回農商工 高等.会議であ る。 これは,外 国貿易振興 を 目的

とす る諮問並 びに建議機 関であ り,当 時最高の経 済指導者(財.界15名,.各 省5

名)が 参画 してい る。..,

会 議 の初 日における第一諮 問案が,長 江航路調査 の件であ り,こ の件 に関 し

か な りの議論が戦わ されてい る。以下 この議論 の内容 を検 討 してい くこととす

る。

まず会 議の構 成員の氏名 をあ げよ う。.議長 は佐野常民(枢 密顧 問官〕,副 議

長 は金子堅太郎(農 商務次官〕,議 員は,鈴 木大亮(逓 信次官),藤 田四郎(農

商務省農務局 長),安 藤太郎(農 商務省 商務局長),藤 井 三郎(外 務省通 商局

長),詳 悉田寿..一(大 蔵書 言己ノ自r),渋 沢 栄一(東 京 商議所 会頭,.第 一銀行頭 取),

藤 田伝三郎(藤 田組社長〕,土 居通夫(大 阪商議所会頭),園 田幸吉(横 浜正金

銀 行頭 取),中 上川彦次郎(三 井銀行専務理事),大 倉喜 八郎(大 倉組社 長),

原 善三郎(横 浜商議所 会頭),広 瀬宰平(住 友家総支配人),益 田克徳(東 京海

上保険会社支配人),益 田 孝(三 井 物産会社社.長),近 藤 廉平(日 本郵船会社

社長),森 村 市左 工門(森 村組社長),浜 岡光哲(京 都 商議所 会頭),山 本亀 太

郎(神 戸商議所会頭),で あ った%さ らに幹事 として,有 賀長文 儂 商務省参

9}渋 沢以下民間人の肩書きは山口和雄教授の解題による。
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事 官),織 田 一 儂 商務 省参事官),の2.名 が任命 されてい た。 なお,こ の う

ち園田及 び井上 は外国旅行中のため欠席 している。 また,藤 田も第一諮問案の

掛 か った初 日には欠席 してい る。

有賀幹事の朗読 した第一諮問案は,..清 国 長江航路調査員派遣の件,で あ り, .

そ の主 旨は,日 清講和条約の結 果,日 本は長江 において航路拡張の特 権を得た

のでその実 をあげたいが,困 難 も予想 されるので,ま ず調査員 を派遣 したい と

い う ものであ る1。㌧

まず益田 孝 よ り,こ れは どこからか航路 を開きたいか ら調脊 をしてほ しい

との願いで もあ ったので しょうか,と い う質問があ った。含蓄に富む質問であ

ると考 えられ る。有賀幹事 は,沙 市領事 の報告,お よび農商務省 委員 の視察 の

結果であ ると答えている。これ に対 して益 田は,別 に人民が 申し出て もいない.

の であれば急 ぐことはない,ま た中国人 との大葛藤が予想される として反対 を

表明 している。有賀 は,益 田 孝は平素 中国 を大顧 客 とす るとい うこ とに熱心

であるではないか,と 反論 し,さ らに,日 本商人の中国進出に当たっては 目本

船でなければ不便で ある と述べてい る。つづいて広 瀬が質問にたち,地 理等 に

関 しての調査 がなければ商人 は進IT,し に くい とし,調 査員派遣 に賛成 してい る。

添田 もまた調査 することは有益 なことであ るか らと賛成 を表 明す る。金子 は,

航 海奨励法 の下 に 日本郵船が遠い欧米 に航路を開いているのであ るか ら,近 い

中国を調べ るのは当然であ ると して本案の成立 を強 く希望 しだ 】}。益 田 孝 は

特 に宜 昌/重 慶 の間は中国人 との間に葛藤 を引 き起 こす恐れがあ るか ら蒸気 船

航路 を開かぬが よい と強調 してい る。 これ は宜 昌/重 慶間 には三峡 とい う急難

が存在 し,民 船 を曳 くの に多数の労働者が従事 して お り,蒸 気 船航路 の開設 は

彼 らの職 を奪いかね ない ことを懸念 した もの と思われ る。さ らに益 田は,上 海

b/宜 昌 問について はすで にわか
っているこ とであ るか ら調査 に及ばない とす る。

10).長 江 とい う語が用い られてお り揚子 江 とはなって いない。

1D金 子 は後 日の他 の諮 問案に関す る会議において も,こ の初 日にお ける長江調査 諮問に反対 論が

出されたことに対 して痛.贋の情 を隠 しきれない発言を繰 り返 してい る。

1..
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渋沢 もまた益田 孝に賛成 し,長 江には中国の招商局の経営する航路の存在 も

あり,日 本郵船の研究においても時期尚早との見方であるとする。近藤 も私見

として,も し長江航路を開設するのであれば相当な助成が必要であろう,人 を

派遣 して調査するまでもないことだとする。これに対して有賀は,助 成が必要

であろうと思われるからその程度を調べるのも調査員派遣の主旨だと政府の真

意 と思われることを述べている。中上川は,時 期尚早と反対論を述べた。

結局,賛 成の意を表明したのは民間においては,大 倉,原,広 瀬,浜 岡,山

本,で あ り,反 対の意を表明 したのは,渋 沢,中 上川,益 田 孝,近 藤,で

あった。

これをみると反対論者がすべて日本郵船関係者であることが明らかになる。

すなわち,近 藤は社長であ り,渋 沢,中 上川,は 取締役である。益田 孝は共

同運輸の創立委員の一人であり,周 知のごとく,共 同運輸と三菱の海運部門が

合併 して 日本郵船が成立したのである。

他方,賛 成論を最初に唱えたのは広瀬であるが,広 瀬は大阪商船の初代頭取

を務めている。そ して,結 果において,長 江本流において逓信省補助航路を担

当したのは大阪商船であったのだ。

大阪商船は,日 清戦争前においては内航を主とする船社であり,海 外航路は

釜山線,仁 川線にとξまってお り,所 有船舶の規模においても日本郵船に比し

はるかに小さい船社にすぎなかった。.日清戦争後,日 本の台湾領有の結果 とし

て重要.となった内台航路を大阪商船が 日本郵船 とともに受命することとなった

のは,日 本郵船にとっては意外なことであったと思われる。さらに,上 に述べ

た第一同慶商工高等会議の議論から判断する.と,こ の持すでに長江線の.命令航

路を大阪商船が担当することは決まっていたと思われる。それが日本郵船側の

反発を招いたのであろう。結果 として大阪商船の海外進出は決定的となったの

である。.

もう一つ重要なことは,政 府の航路調査が,.補 助金の決定に関連 しているこ

とが明らかになっていることである。すなわち,調 査は補助金一ド付の正当性 を
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示 す ことにな ってし.・るのであ.る。 日本郵船側の不満は この こととも関連 してい

ると思われる。というのは,第 一回農商⊥高等会議の直前,10月 ユ 日に航海奨

励法が実施 になっていたが,対 象が きわめて一一般的であ り,か つ その条件が細

か く,遠 洋定期航路助成 と して の実効 に疑問が もたれていたのである。欧州航 、

路,北 米航路 を開設 していた 日本郵船 と して は,こ れ らが特定航路助成 を受 け

られず,単 に航海奨励法 の適用 を受 けるにす ぎない ことは,不 満で あったこ と

.が 会議中の議論 におい てうかが える。なお 日本郵船のボ ンベイ航路 と豪州航路.

に は特定航路補助が与 えられてお り,政 府の施策の重点が どこにあったかがわ

かる。さ らに,会 議 中にお ける政府 と日本郵船の対立 の背 景 として,ユ893(明

治26)年 の商法改正 によ り,日 本郵船が民営化され,政 府 の統制力が弱 まった

こともある と推測 され る。

会議中意 見を表 明 しない議員 も多か ったが,決 を採 る と賛成多数であ った。.

早 速,二 日後 の1896(明 治29)年30月2】 日には,逓 信 大臣野村 靖か ら,外 務

大 臣大隈重信にあ てて,長 江航路 の調査依頼が 出されてい る(『 清 国揚子 江航

路取調一一件』(外 務 省記録局,3-6-4-11),参 照)。 調査項 目は,1.船 舶 の構 造,

2.航 路,3.航 海 費 目,4.営 業 費,5.収 入,.6.現 時 本航路にお ける航 海の

実況,7.保 護 金(郵 便保護金),で あ った。

2長 江航路の開殻

.そ して長江本流に関 しては,大 阪商船が,ユ898(明 治31)年1月1日,上 海

/漢 口定期航路(558マ イ ル)を 開始 し,さ らに1899〔 明 治32)年5月 には漢

口/宜 昌航路(384マ イル)を 開始 した。 これ らには逓 信省 補助金が与 え られ

た 〔浅居,参 照)。

しか し,全 般 に長江航運 の実態 も十分把 握せず,準 備 も不 足 したまま開始 さ

れた ものであ る。 開始後,大 阪商船 には長江航路 の運航状 況,貨 客数,収 支,

等 の結果が明 らか にな って きた。 また長江市場 の特 質,競 争船社 の設備,営 業

方法,に ついて も情報 を積み重ねてい くことがで きた。さ らに,広 く長江航路
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お よび関連航路 につ いて調査 を繰 り返 してい った。その結果,新 鋭船 の投入,

ター ミナル施設 の充実,貨 客収集 のための ネ ットワー クの整備,接 続線 ない し

..培 養線 の構 築,が 長江 線の維持確 立 のた め不 可 欠な もので ある ことが 明瞭 に

な ったのである。

長江航路 に関 してはその後ゆ っ くりとで はあ るが整備が進 んでい く。た とえ

ば,1900(明 治33)年6月,大 利丸 〔2247ト ン),大 事 丸(2,245ト ン)が 完

.成 し,上 海/漢 臼航 路 において天竜 川丸,大 井 川.丸に代 わ った。1901(明 治

34)年8月 に大貞丸(2,712ト ン)が 完成 し上海/漢 口航路 に配 され た。 また

同年9月 には大吉丸(2,076ト ン)が 完成 し,漢 口/宜 呂航路 に配 され た。 し

たが って,上 海/漢 口航路 は3隻,漢 口/宜 昌航路 は2隻 による運航 とな った。

また,.1905(明 治38>年5月 には大福丸(2,836ト ン〉が購入 され,上 海/漢

口航路に配 され,計4隻 となった。

他方,1902(明 治35)年9月 には日本郵船を.中心 として各 界を糾合 した湖南

汽船会社 が設立 され た。 同社 は,1904(明 治37)年3月,洞 庭湖 を中心 とす る

漢 口/湘 潭航路(246マ イ ル)を 開始 した。 これに 右,逓 信 省補助金 が与 え ら

れた(浅 居,参 照)。 さらに,日 本郵船は,長 江本流 につい て も進出の機会を

うかが っていた♂ そ して 日本郵船 は上海./漢 口に定期航路 を経営 していた英国

系の麦辺洋行(McBain&Co)を1903(明 治36)年6月 買収 し,上 海/漢 口

航路に参入 した。 これ は,は 逓信省命令航 路ではない。.経営 は赤字であ ったが,

日本郵船は将来性 を期待 した もの と思われ る(『 日本郵船株 式会社百年 史』135

～138ペ ー ジ,参 照)σ

大 阪商船 の長江航路の採 算 も良 くはな く,日 露戦争前,1898(明 治31)年1

月 か ら1904(明 治37).年12月 までの期 間において,総 収入の37.2%に の ぼる補

助が与 えられた にもかかわ らず ほ と.んど毎期赤字であ った(付 録 の図表参照)。.

これ は,ド イツ船の参入等 による競争 の激化,上 海,四 川 の施設 の不備,洪 水,

故 障,遭 難,な ど様 々な原 因による ものであ った。

そ して,長 江における 日系4社 の並立 は問題 とな り.日 露戦争後,政 府の.介
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入 が あ り,こ れ らの各社 が合併 し,1907(明 治40)年,日 清汽船株式会社が成

立 した。.そ して,同 社 が長江航路 を経 営 した ので ある(浅 居,参 照)。 これ に

対 しては,逓 信省 補助 金が与 え られ た。 この 日清汽船 は朝鮮郵船 と並 んで 日本

郵船 と大阪商船の共同出資会社 と して珍 しい存在であ った。

大阪商船長江航路収支比較表(明 治31年 一37年)蒙
*大 阪商船株式会社 『事業参考書』により作成。.

大阪商船長江航路収支比較図(明 治31年 一37年)

.. 4,000,000

3,500,000

3,000,000

儀 ・…DI・ 。・
・2 .000,000円

1.,500.000

1,000,000

5〔}O,000

0

珈.… 一L←H...

コ

*凡例*

鷹1政 府補助金

.翻 諸収入

日 収大計

□ 差引損益

31年32.年33年34年35年36年37年 合 計

明治

IVお わ り に

まず,以 上で明 らかになつ.た,日 本海運 と長江 の関わ りについてのい くつか

の注意すべ き事実を まとめてみ る と,日 清戦争前 については ,ア.長 江沿岸港
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湾 のうち,下 流域の鎮江,九 江,漢 口は,当 初か ら 日本 に対 して開港 されて お

り.,と りわ け,漢 口は内陸の経 済的要.衝で あっ.た。 イ.明 治9年 か ら,三 菱上

海支社 に,長 江沿岸港湾の調査計画が あ った。 ウ.ロ シア商人セ ウエ レフは明

治15年 に漢 口/長 崎/ウ ラジボス トー ク航路 を開始 してお り,こ れが,漢 口/

日本 間 にお ける最初 の定 期航路 であ った と思 われ る。エ.明 治20年,日 本船

「芙蓉」が2度 にわた って,日 本石炭を輸送のため,漢 口に入港 してい る。 オ..

明 治32年,神 戸 の船主 によ り,一ヒ海/漢 口航 路の計画 があったが,条 約上,.蕪

湖 に寄港で きない ことが障害 にな った。 カ.明 治26年 に 日本経済会が主催 した

日本海運論に関す る懸賞論文 のなかで,八 木太一郎 は,長 江関連航路の将来性

を強調 している。 キ,明 治27年 に橋 本勇造の瑳港丸が,上 海./漢 口 間に航路 を

経営 してい る。 といった点が あげられ る。

日清 戦争後 の講和条約 において は日本政府 の要 求の結果 として 日本の長江航..

行 権は大 きく拡大 された。 ζの権利の実行 は政府側 によ って強 く希望された も

の と考 えられ る。 この ことは過.去における,朝 鮮 の開港場 の例や,ウ ラジボス

ト.一クの例 か らも推 測で きることであ る。すなわち長江定期航路は政治的,外

交的要因の大 きい航路 となった のであ る。

長江 航路の開設が公式 の課題 と して取 り上 げ られた のは,1896(明 治29)年

10月19日 の 第一.一回農商工 高等会議 においてであ った。会議 にお ける第一の諮問.

は 長江 調査 員の派遣 とい う一.一見技術 的な問題で あ ったが,そ の内容の意味す る

ところは,当 時 の 日本海運 を理 解す る上において少 なか らぬ意義を持つ もので

あ った。 それ はまず大阪商船の台頭 を意 味 した。 また,さ らに政府 の調査が補

助 と関連す ることが明 らか にな った ので ある。

結論 と していえる ことは,第一 一回農 商工高等会議は,間 接的なが ら,大 阪商

船の外航 船社 としての台頭 を示す一つの象徴的な会議 として捉 えることがで き.

る とい うことであ る。
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